
1 広報ちよかわ　2005.4

4 2005
No.387

村の情報をみなさんの手に�

Public Relations of CHIYOKAWA
ちよかわ ちよかわ 広

報 

広
報 

新たな千代川の拠点をめざして 

(仮称)やすらぎの里の工事がはじまりました 

特集 

４月１日から 

個人情報保護条例が施行されました 

特集 

合併申請書を県知事へ 

平成18年１月１日 新「下妻市」誕生 

新たな千代川の拠点をめざして 

(仮称)やすらぎの里の工事がはじまりました 
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平成14年に策定された「千代川村第５次総合計画」

「千代川村都市計画マスタープラン」において、地域

の魅力や活力を高めるためのふれあい拠点づくりを

進める地区として位置づけられており、それに基づ

き、平成15年度に蚕飼地区を「（仮称）やすらぎの

里」として、公園整備をはじめ、住みよいまちづく

りのための子育て支援の施設、住宅整備の促進など

を盛り込んだ「（仮称）やすらぎの里づくり構想」を

策定しました。

この計画に向けては、関係機関や地域住民からな

る組織により協議、検討を重ねてきました。関係機

関、組織の代表者等からなる「（仮称）やすらぎの里

建設検討委員会」、蚕飼地区の住民からなる「蚕飼地

区まちづくり委員会」、公園内に設置する「農産物直

売所」と「加工施設」を協議する「新田園空間創造

運動推進会議」などの組織が、それぞれに協議、検

討を行い、計画を充実させました。また、先進地視

察により、生産者の顔が見える新鮮な野菜を扱う直

売所や、地元の食材を豊富に使ったレストランなど、

様々なヒントを見つけ出すことができました。

各組織からの意見もふまえ、このほど（仮称）や

すらぎの里公園整備計画の最終案が完成しました。

（図④）公園には地域活性化のための「地域活性化ゾ

ーン」、農産物直売所やレストラン、物産販売施設な

どからなる「センターゾーン」、四季の花広場などを

含む「公園ゾーン」などが配置されます。

（仮称）やすらぎの里づくり構想

各組織の取り組み～よりよい計画にするために～

（仮称）やすらぎの里公園整備計画図（最終案）が完成

（仮称）やすらぎの里公園は国道294号大園木交差点付近に計画されている

3.3haの施設。交通の利便性にすぐれた場所にあるこの公園内には、四季折々

の花が咲き、農産物直売所や子供たちの遊び場など「癒しの空間」として整備

を行います。千代川の、また地域の新たな活性化の拠点として期待されるもの

です。現在は、公園用地内において盛土作業が順調に進んでいます。

新たな千代川の拠点をめざして 新たな千代川の拠点をめざして 

(仮称)やすらぎの里公園の 
工事がはじまりました 
(仮称)やすらぎの里公園の 
工事がはじまりました 
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●コスモスでいっぱいに

昨年は、（仮称）やすらぎの里公園用地を少しでも

美しい状態に保とうと、蚕飼地区まちづくり委員会

を中心に多くの人たちにより早咲きコスモスの種を

まきました。（写真①）まちづくり委員会では除草作

業などの手入れをおこない、花の咲きそろった８月

には「コスモス納涼祭」を実施しました。当日はお

囃子や模擬店などが並び、蚕飼地区だけでなく村内

各地からたくさんの人が集まりました。

風に揺れるコスモスは前を通る人たちの心を和ま

せ、花をバックに写真を撮ったりと、早くも癒しの

空間となっていました。

●ありがとう　こかい保育所

老朽化と公園整備のため、昭和47年に千代川村立

第３保育所として誕生した旧こかい保育所を取り壊

しました。多くの子供たちを見てきた木々も含めて、

新たな拠点施設の一部として生まれ変わります。

①コスモス種まき大会 ②コスモス畑の前で【コスモス納涼祭】 ③こかい保育所解体前の様子

工事開始までの取り組み

④（仮称）やすらぎの里公園整備計画図

平成17年度の
整備予定
● 盛土工事

● 公園整備工事

（平成18年度まで）

● 農産物直売所/加工施設

● 建設工事

（平成18年度開業予定）
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３月22日、小倉市長、稲葉村長、野村市議会議長、池田村議会議長、飯塚県議会
議員が、県知事に下妻市と千代川村の合併申請書を提出しました。
この申請は、地方自治法の規定に基づく申請で、「平成18年１月１日から結城郡千

代川村を廃止し、その区域を下妻市に編入する」内容です。
今後、この申請を受けて県議会の議決、県知事による合併の決定、総務大臣への届

出、大臣告示などを経て、来年１月１日に新「下妻市」が誕生することになります。

下妻市・
千代川村
合併協議会

61.05km2 19.83km2 80.88km2

区　　分 下妻市 千代川村 新「下妻市」

面　　積

下妻市・千代川村の
平成17年3月1日現在の
住民基本台帳人口

新市誕生までのスケジュール
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3月22日
合併申請書を県知事へ
3月22日
合併申請書を県知事へ

人　　口 36,495人 9,466人 46,814人
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平成17年度 

千代川村の予算をお知らせします 
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平成17年度の予算編成では、国の動向などにより地方交付税の減収など厳
しい財政状況でしたが、行政の継続性を確保しつつ効率的な行政運営と行財政
改革を推進し、村民サービスをこれまで同様維持できるように努力をしました。

歳入合計

歳出合計

66億6,875万4千円

66億7,523万9千円

一般会計 37億6,100万円
特別会計（5会計の合計） 25億7,894万円
企業会計 収入　2億2,881万4千円
（水道事業） 支出　3億3,529万9千円

村民１人あたりに使われるお金（一般会計）397,317円
（3月1日現在の住民基本台帳人口9,466人で算出）

総務費

86,726円

民生費

64,904円

公債費

45,670円

教育費

49,260円

衛生費

45,120円

土木費

43,425円

農林業費

30,057円

消防費

20,016円

議会費

9,361円

その他

2,778円
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　一般会計の28.4％を占める地方交
付税は、国の厳しい財政事情ではあり
ますが、地方の安定した財政運営の確
保から昨年度比0 .9％減の10億
8,000万円と小幅な減少にとどまり
ました。 
　村税（村民税と固定資産税）と合わ
せると、歳入全体の51％を占めており、
本村の行財政運営に重要な自主財源と
なっております。 
　その他、国庫支出金については、ま
ちづくり交付金事業の採択を受け公園
や道路の整備をおこなうことになり、
前年度比110％増の2億899万8千円。
村債（借入金）は、普通交付税の振替
措置である臨時財政対策債が前年度比
23.5％減の1億7,600万となったこ
とで、前年度比10 .3%減の4億
9,700万円となりました。 

歳　入 

　（仮称）やすらぎの里公園整備事業
や道路新設改良事業などの普通建設事
業費が大きく伸び、前年度に比べ、
18.3％増の6億8,072万7千円とな
っています。この（仮称）やすらぎの
里公園整備事業については本年度より
本格的な工事に着手、農産物直売所等
の整備も計画しております。 
　村債の元金の償還などに充てられる
公債費では前年度と比べ22.9％減の
4億3,231万5千円となりました。こ
れは前年度に減税補てん債の一括償還
があり借換えをおこなったためです。
事務経費や委託事業の見直しから物件
費は前年度比2.2%の減となりました。
人件費は退職手当組合負担金の増によ
り、前年度比5.0%増の8億9,671万
円となりました。 

歳　出 

人件費 
8億9,671万円 
(23.8％） 

普通建設事業 
6億8,072万7千円 
(18.1％） 

物件費 
4億3,622万3千円 
(11.6％） 

公債費 
4億3,231万5千円 
(11.5％） 

繰出金 
3億1,268万9千円 
(8.3％） 

その他 
3,355万円 
(0.9％） 

扶助費 
1億9,074万7千円 
(5.1％） 

補助費等 
7億7,803万9千円 
(20.7％） 

地方交付税 
10億8,000万円 
(28.72％） 

村債 
4億9,700万円 
(13.2％） 

村税 
8億5,154万3千円 
(22.64％） 

繰入金 
5億1,755万1千円 
(13.76％） 

繰越金 
8,000万円 
(2.13％） 

諸収入 
5,911万3千円 
(1.57％） 

分担金及び負担金 
3,203万4千円 
(0.85％） 

使用料及び手数料 
1,830万2千円 
(0.49％） 

財産収入・寄付金 
28万8千円 
(0.01％） 

県支出金 
1億7,416万1千円 
(4.6％） 

国庫支出金 
2億899万8千円 
(5.6％） 

地方消費税交付金 
8,000万円 
(2.1％） 

地方譲与税 
１億円 
(2.7％） 

自動車取得税交付金 
3,000万円 
(0.8％） 

地方特例交付金 
2,500万円 
(0.66％） 

利子割交付金 
400万円 
(0.11％） 

交通安全対策 
特別交付金 
200万円 
(0.05％） 

その他 
101万円 
(0.03％） 

37億 
6,100万円 

歳入 
依存財源 
22億216万9千円 
(59.33％） 自主財源 

15億5,883万1千円 
(40.67％） 

37億 
6,100万円 

歳出 

義務的経費 

投資的経費 
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